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に、米Bristol-Myers-Squibb社、スイスNOVARTIS社及び米Lilly社に対しては、当社独

自の創薬開発プラットフォームシステム：PDPS の非独占的なライセンス許諾（技術ライセンス

契約）を実施しております。 

 

【ペプチドリーム株式会社 常務取締役 リード・パトリック及び取締役研究開発部長 舛屋圭

一のコメント】 

「スーパーコンピュータを駆使した高性能計算や人工知能の分野で世界を牽引する東工大との

共同研究を始められることに大変興奮しております。当社が有する特殊環状ペプチドに関するあ

らゆる実験データ・知見を基盤に、東工大が有するペプチド分子の分子シミュレーションや、機

械学習を応用した分子特性の計算機予測技術を駆使することで、これまでに明らかになっていな

かったペプチドの構造とプロファイルの相関を見出せるのではないかと考えています。」 

 

 

【ペプチドリーム株式会社について】 

ペプチドリーム株式会社は、「日本発、世界初の新薬を創出し社会に貢献したい」と

いう現社長窪田と現社外取締役菅（東京大学大学院教授）の共通の夢から、平成 18年

7月に設立されました。独自の創薬開発プラットフォームシステム：PDPS(Peptide 

Discovery Platform System)を用いて、極めて広範囲にわたる特殊ペプチドを多

数（数兆種類）合成し、高速な評価を可能にすることで、創薬において重要なヒット化

合物の創製、リード化合物の選択、並びにファーマコフォアの理解を極めて簡便に、か

つ、効率的に行えるようにしました。ペプチドリーム株式会社は、特殊ペプチドを用い

た創薬企業の世界的なリーダーとして世界中の病気で苦しんでいる人々に画期的新薬を

提供することを使命として、研究開発に取り組んでおります。 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

ペプチドリーム株式会社 経営管理部 

TEL：03-3485-7707 
 

東京工業大学 広報センター 

E-mail: media@jim.titech.ac.jp 

TEL: 03-5734-2975  

FAX: 03-5734-3661 


